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特集にあたって

プレシジョンメディシン（precision medicine）は「精密
医療」と訳される場合もありますが，まだ一般に認知され
たネーミングではありません．具体的には，個人の遺伝子
情報などを含む詳細な情報をもとに「より精密な対応を行
う医療」ということで，個別化医療（予防・先制医療を含む）
やゲノム医療の延長線上の概念です．
プレシジョンメディシンという言葉が一躍有名になった
のは，オバマ米大統領が2015年の一般教書演説で発表した
「プレシジョンメディシン・イニシアチブ」からです．2億ド
ル余りの国家予算を注ぎ込み，効果的な癌治療の開発促進，
米国国立衛生研究所（NIH）による遺伝子，生活環境を含め
た大規模な疫学研究の推進，さらには個人情報保護，遺伝
子解析などの規制の整備などを進めるという内容です．
これまでにも，個別化医療については「オーダーメイド
医療」や「テーラーメイド医療」という言葉で表現されてき
ました．実際，個々人に適した治療が選択されることは，
治療の効果が高まるだけでなく，副作用を避けられる利点
があります．特に「プレシジョンメディシン」という言葉が
用いられる理由としては，より高精度・大規模の遺伝子解
析が可能になったこと，分子標的薬を含む治療薬の開発が
進んだことから，患者を上手く分類して適切な治療を選択
するシステムが可能となってきたからです．
本企画においては，この新しい概念について，まず脂質
代謝を中心とした考え方から概説していただきます．本誌
を手に取られる方々にはなじみの深い内容になっていると思

います．心筋梗塞・冠動脈疾患のgenome wide association
study（GWAS）は以前から盛んに行われており，現在では
約70の遺伝子領域が疾患関連領域として同定されています．
さらに遺伝子変異，rare variantの探索が続くと考えられ
ますが，これらと生活習慣を組み合わせた発症予測アルゴ
リズムの構築は今後の課題です．また，心筋梗塞の遺伝要
因の解析から，脂質異常症の遺伝要因が疾患発症に大きく
影響することがわかってきました．特に家族性高コレステ
ロール血症（FH）は一般人口の200人に1人程度認められる
高頻度な遺伝性疾患であり，未治療では高確率で冠動脈疾
患に罹患しますが，早期に介入することで，その予防効果
が大きいことも示されていますので，その早期診断は大変
重要です．こうした遺伝要素のインパクトについて明快に
解説していただいています．動脈硬化性疾患の家族内発症
が疑われる患者さんへの説明の一助としてお役立てくださ
い．また，脂質代謝は細胞生存に必須のものですから，癌
の分野においても脂質代謝研究および治療法の開発が進ん
でいます．
さらに，より詳しく知識を得るために，各論として，ま

ずDNA，RNA，蛋白質の網羅的解析手法について紹介し
ていただきました．核酸については次世代シーケンシング
システムといわれた手法が大変広まっているなか，新たに
ナノポア技術を使用した小型で電力消費も少ないシーケン
サーが発売され話題となっています．次に，こうして得ら
れたビッグデータとよばれるゲノム情報や電子カルテ情報
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